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2月25日に教育委員会が開かれ、新たに 3件を高
山市の文化財に指定しました。今回の指定により、
市内の指定文化財は 938件になりました。

○位山道
奈良時代から、国司や
都へ徴用された飛驒の匠
など多くの人が行き来し
た「東山道飛驒支路」の
一部。苅安峠までの道
（一之宮町）に石畳が残り、
920mを指定。

○洲岬家
江戸時代後半から明治
時代にかけての料亭建物
群。三町重要伝統的建造
物群保存地区にあり、飛
驒の匠の技術と宗和好み
の庭とが一体になった貴
重な建物。

○旧矢嶋家土蔵
金森時代から御用商人として活躍した矢嶋家の土

蔵群。土蔵は天明3年の塩蔵など 4棟が残り、一之町
の町年寄矢嶋氏の歴史的
建造物として価値が高い。
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市文化財に
位山道など 3件を指定

文化財課
235-3156問合先

　

今
回
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

過
去
の
大
賞
受
賞
作
品
の
上
映

や
、
篠
田
正
浩
監
督
・
元
宝
塚

女
優
の
純
名
り
さ
さ
ん
な
ど
、

豪
華
ゲ
ス
ト
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
全
国
の
大
学
生
が
制
作

し
た
映
像
や
、
篠
田
監
督
の
映

画「
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」も
上

映
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

《
３
月
６
日
㈮
》

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

大
賞
作
品
ダ
イ
ジ
ェス
ト
上
映
／

ゲ
ス
ト
に
よ
る
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

《
３
月
７
日
㈯
》

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
15

分学
生
た
ち
の
映
像
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
／
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
上
映

参
加
料　

無
料（
整
理
券
が
必

要
で
す
）

配
布
場
所　

観
光
課
、
支
所
基

盤
産
業
課
、
市
民
文
化
会
館
、

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
高
山
支
局
、
ク
ア
・
ア
ル

プ

飛驒高山
ドキュメンタリー

映像祭

ま
も
な
く
開
演 
映
像
の
祭
典

 

３
月
６
〜
７
日
／
市
民
文
化
会
館
で
開
催

　

高
山
市
雇
用
促
進
協
議
会
で

は
、
新
規
学
卒
者（
平
成
22
年

3
月
卒
業
）を
対
象
に
、
地
元

企
業
の
情
報
を
提
供
し
、
若
い

人
材
の
地
元
定
着
を
目
的
と
し

て
開
催
す
る｢

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

の
参
加
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、｢

新
就
職
者
歓
迎
の
つ

ど
い
」の
参
加
企
業
も
併
せ
て

募
集
し
ま
す
。

《
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
》

期
日　

4
月
3
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　
市
民
文
化
会
館（
昭
和
町
１
）

参
加
資
格　

新
規
学
卒
者
の
求

人
募
集
予
定
企
業

定
員　

30
社
程
度

参
加
料　

非
会
員
１
万
円（
会

員
無
料
）

申
込
方
法　

3
月
6
日
㈮
ま
で

に　

 

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

《
新
就
職
者
歓
迎
の
つ
ど
い
》

期
日　

4
月
16
日
㈭

場
所　

市
民
文
化
会
館

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

参
加
資
格　

市
内
に
初
め
て
就

職
す
る
方（
学
卒
に
限
ら
な
い
）

を
採
用
す
る
事
業
所

参
加
料　

会
員
事
業
所
の
新
就

職
者
１
人
に
つ
き
２
０
０
０
円

非
会
員
事
業
所
の
新
就
職
者
１

人
に
つ
き
３
０
０
０
円

申
込
方
法　

3
月
27
日
㈮
ま
で

に

参加事業所を
募集します
就職ガイダンス・新就職者歓迎のつどい

ガイダンスの様子
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